
高
等
学
校 

国
語
科 

指
導
案 

実
施
日 

 

平
成
十
五
年
十
月
十
七
日 

実
施
ク
ラ
ス 

 

普 

通 

科 

三
年 

Ｄ
組 

指
導
者 

千
田 

加
代
子 

科 
目 

名 
 
 
 

国
語
Ⅱ 

指 

導 

領 

域 

「
読
む
こ
と
」 

単 

元 
名 

 
 
 

和
歌
の
世
界 

教 
 

材 
 

名 

教
科
書
名 

 

「
教
材
名
」 

小
倉
百
人
一
首 

指
導
事
項 
エ
、
文
章
や
作
品
の
表
現
上
の
特
色
を
理
解
し
、
優
れ
た
表
現
に
親
し
む
こ
と 

単
元
の
目
標 

・
音
読
や
暗
唱
を
通
し
て
、
和
歌
に
親
し
む
。 

・
表
現
上
の
特
色
に
注
意
し
な
が
ら
和
歌
を
味
わ
わ
せ
る
。 

・
枕
詞
、
序
詞
、
掛
詞
、
縁
語
、
比
喩
な
ど
の
修
辞
法
の
働
き
を
理
解
さ
せ
る
。 

評
価
観
点  

と 

評
価
規
準 

「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」・
・
・
積
極
的
に
考
え
た
り
、
発
言
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。 

「
読
む
力
」・
・
・
・
・
・
・
・
和
歌
の
調
子
を
整
え
て
読
む
こ
と
が
で
き
た
か
。 

「
知
識
・
理
解
」・
・
・
・
・
・
各
歌
の
大
意
や
歌
人
の
心
情
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。 

年
間
指
導
計
画
に 

お
け
る
位
置
付
け 

本
校
で
は
毎
年
一
月
に
「
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
大
会
」
を
行
っ
て
お
り
、
全
校
生
徒
が
か
る
た
競
技
を
体
験
す
る
。（
ル
ー
ル
は
本
校
方
式
で
行

っ
て
い
る
。）
そ
の
大
会
に
向
け
て
、
学
年
ご
と
に
必
修
札
を
決
め
、
十
二
月
ご
ろ
か
ら
和
歌
の
解
釈
や
暗
唱
な
ど
を
授
業
で
行
い
、
古
文
に
親
し
ま

せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
一
年
か
ら
二
年
ま
で
に
六
十
二
首
学
習
し
て
お
り
、
三
年
で
は
百
首
全
部
学
習
す
る
こ
と
に
な
る
。
最
終
学
年
と
し
て
、
古

文
に
親
し
む
と
と
も
に
、
和
歌
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
た
い
。 

単
元
の 

指
導
計
画 

一
時
間
目 

 
 
 
 

一
・
二
年
の
必
修
札
の
復
習
と
か
る
た 

二
時
〜
三
時
間
目 

 

三
年
必
修
札
の
読
解
と
鑑
賞 

四
時
間
目 

 
 
 
 

短
歌
創
作 

五
時
〜
九
時
間
目 

 

三
年
必
修
札
の
読
解
と
鑑
賞 

十
時
間
目 

 
 
 
 

修
辞
法
の
働
き
の
確
認 

十
一
時
間
目 

 
 
 

修
辞
法
を
利
用
し
た
短
歌
の
創
作 

本
時
の
目
標 

月
を
詠
ん
だ
和
歌
三
首
の
理
解
と
鑑
賞 

（
本
時
三
時
間
目
） 

 

学 
 
 
 
 
 

習 
 
 
 
 

活 
 
 
 
 

動 

過
程 

指
導
内
容 

指 
 

導 
 

者 
学 

 

習 
 

者 

評
価
の
規
準
と 

評
価
方
法 

導 入 

 

か
る
た
の 

 
 
 
 

試
合 

 

読
み
札
を
詠
む
。 

 

教
師
の
詠
み
を
聞
き
、
取
り
札
を
取
る
。 

・
積
極
的
に
取
り
組
め
た
か
。

・
上
の
句
で
取
れ
る
札
が
何

 
 

枚
あ
っ
た
か
？ 
 

（
二
枚
以
上
は
上
の
句
で

 
 

取
れ
る
よ
う
に
。） 

展   開 

和
歌
の
読
解 

       

読
解
の
確
認 

     

月
と
古
人
と

の
関
わ
り
に

つ
い
て
考
え

る
。 

    

三
年
必
修
札
よ
り
、 

「
秋
風
に
た
な
び
く
雲
の
絶
え
間
よ
り
〜
」

「
天
の
原
ふ
り
さ
け
見
れ
ば
春
日
な
る
〜
」

「
朝
ぼ
ら
け
有
明
の
月
と
見
る
ま
で
に
〜
」
の

 

三
首
を
学
習
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。 

 

三
首
の
和
歌
の
歌
意
を
説
明
す
る
。 

 

（「
天
の
原
」
の
歌
は
、
歌
の
詠
ま
れ
た 

 
 
 

背
景
も
説
明
す
る
。） 

 

三
首
の
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
は
何
で
あ
っ
た

か
、
質
問
す
る
。 

 

三
首
に
共
通
し
て
い
る
点
を
探
す
よ
う
指
示

す
る
。 

 

百
人
一
首
の
中
で
「
月
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
和

歌
に
ど
ん
な
歌
が
あ
っ
た
か
説
明
す
る
。 

 

月
と
古
人
、
和
歌
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
る
。 

  

確
認
の
意
味
で
説
明
す
る
。 

  

  

三
首
を
全
員
で
音
読
す
る
。 

   

説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
歌
意
を
理
解
す
る
。（
た
な
び
く
、

月
の
影
、
天
の
原
、
朝
ぼ
ら
け
、
有
明
の
月
な
ど
の
語
句
の

意
味
を
理
解
す
る
。） 

 

三
首
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
歌
の
テ
ー
マ
を
考
え
、
書
く
。

  

三
首
と
も
月
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。 
  

一
・
二
年
で
学
習
し
た
和
歌
の
想
起 

   

月
が
古
来
か
ら
日
本
人
の
風
土
・
自
然
観
と
深
く
関
わ
っ
て

い
た
こ
と
に
気
づ
く
。 

  

教
師
の
話
を
聞
く
。 

 

三
首
の
和
歌
の
音
読
を
す
る
。 

 

歴
史
的
仮
名
遣
い
に
注
意
し

て
詠
め
た
か
。 

   
真
剣
に
聞
け
た
か
。 

（
空
欄
補
充
で
き
た
か
。） 

  

自
分
な
り
に
考
え
て
、
書
け

た
か
。 

 

月
と
い
う
共
通
点
に
気
づ
い

た
か
。 

    

そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
、
書
く
事

が
で
き
た
か
。 

 

し
っ
か
り
聞
い
て
い
る
か
。

 

意
味
を
考
え
、
調
子
を
整
え

て
音
読
す
る
こ
と
が
で
き
た

か
。 

本 時 の 学 習 指 導 計 画 

まとめ 

次
時
の
確
認

と
予
告 

次
の
時
間
は
「
月
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
短
歌
を

創
作
す
る
こ
と
を
告
げ
る
。 

 

短
歌
を
創
作
す
る
こ
と
を
意
識
す
る
。 

 

備考 

 

 




